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Ⅰ　緒　　　言
1999年７月に「食料・農業・農村基本法」が制定
され，自給率向上をめざした麦・大豆振興が位置づ
けられた．また，麦類の民間流通への移行に伴い，産
地では“売れる麦作り”への取り組みが始まってい
る．1992年に育成された裸麦品種「イチバンボシ」１）
は，安定多収のうえ精麦特性に優れることから，急
速に作付面積を拡大し，現在国内の裸麦の60％
（2005年産）を占める．また2001年に育成された耐
倒伏性に優れる「マンネンボシ」２）は裸麦の30％
（2005年産）のシェアを持ち，この２品種でほとん
どが占められる．市場への出回り品が「イチバンボ
シ」もしくは「マンネンボシ」だけに限定されてお
り，商品開発の多様性を確保するために味噌業者か
らは，精麦品質に優れる新たな品種が求められてい
る．そこで「イチバンボシ」より多収であり，軟質
で搗精に要する時間が短く，味噌加工に適する新た
な品種「トヨノカゼ」を育成した．「トヨノカゼ」
は2005年に裸麦農林34号として命名登録され，同年
に大分県で奨励（認定）品種として採用された．
本報告をとりまとめるにあたり，長年にわたり育
成現場で多大な支援をいただいた当研究センター業
務３科職員各位および契約職員の各位に対し心から
感謝を申し上げる．また，特性検定試験，系統適応
性検定試験，奨励品種決定調査等を担当された関係
府県農業試験場の各位に対し，心から感謝を申し上
げる．一部の結果は東京農業大学の東和男講師およ
び作物研究所の神山紀子主任研究員に分析していた
だいた．感謝を申し上げる．
Ⅱ　育成の経過
１　育 種 目 標
「トヨノカゼ」は，早生・良質・多収・大粒・縞
萎縮病抵抗性を育種目標に「四系9123」を母親，
「四国裸90号」を父親として人工交配を行い，系統
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第１図　トヨノカゼの系譜図
第１表　両親の特性
育種法により育成した品種である．
母親の「四系9123」は早生で軟質である．父親の
「四国裸90号」は早生で良質多収の系統であり，
1992年に裸麦農林31号「イチバンボシ」として命名
登録されている．
「トヨノカゼ」の系譜図を第１図に，両親の特性
を第１表に示す．父本の「四国裸90号」は後に裸麦
農林31号「イチバンボシ」として命名登録された．
２　選 抜 経 過
「トヨノカゼ」の育成系統図を第２図に，選抜経
過を第２表に示す．2004年度の世代は，雑種第15世
代（F15）である．「トヨノカゼ」は1990年度（1991
年４月）に四国農業試験場（現近畿中国四国農業研
究センター四国研究センター）において「四系9123」
/「四国裸90号」（後のイチバンボシ）の人工交配
（四交1301）を行い，得られた34粒のF1種子を1991
年夏に温室で栽培し世代を進めた．1991年度F2世代
で個体選抜を行った．1993年度（F4）より「四系
9260」として生産力検定予備予備試験に編入し，
1994年度には同予備試験，1995年度に生産力検定試
験を行うとともに特性検定試験，系統適応性検定試
験に供試した．成績が良好であったため1996年度よ
り「四国裸100号」の系統名を付して奨励品種決定
調査に供試した．その結果，多収で精麦特性に優れ
るという評価を受けて，大分県で2005年に奨励品種
（認定品種）に採用された．同年に裸麦農林34号
「トヨノカゼ」として命名登録された．命名の由来
は豊かな実りと明るくさわやかなイメージを表した
ものである．主たる用途である麦味噌の色が明るい
ことにも起因している．
Ⅲ　特性の概要
大麦種苗特性分類調査報告書（（社）農林水産技
術情報協会，1980年３月）の基準による，「トヨノ
カゼ」と標準品種「イチバンボシ」および比較品種
「マンネンボシ」「サヌキハダカ」の形態的特性，生
態的特性，品質特性の概要を第３表に示す．
１　形態的特性
叢性は“中”で，株の開閉は“やや閉”である．
並渦性は“渦”である．稈長は「イチバンボシ」並
の“中”で，稈の細太は“やや細”で，葉色は“や
や濃”である．穂長は「イチバンボシ」よりやや短
く，“やや短”である．穂の粒着の粗密は“やや密”
である．条性は“六条”，成熟期のふの色は“黄”
で，芒長は“やや長”である．粒の形は“やや円”
であり，粒の大小は“やや大”で，粒の色は“黄褐”
である．千粒重は「イチバンボシ」と同程度の“や
や大”である．リットル重は「イチバンボシ」と同
程度の“やや大”である．原麦粒の見かけの品質は
「イチバンボシ」と同程度の“中の上”である．
２　生態的特性
播性程度“Ⅴ”の秋播型で，茎立性は“中”であ
る．出穂期，成熟期ともに「イチバンボシ」と同程
度の“早”である．“粳”性の“裸”麦で，穂発芽
性は“やや難”である．耐倒伏性は「イチバンボシ」
と同程度の“やや強”である．収量性は「イチバン
ボシ」と同程度の“多”である．大麦縞萎縮病抵抗
性は“やや強”，赤かび病抵抗性は“やや弱”，うど
んこ病抵抗性は“中”である．
３　品 質 特 性
粒質は“粉質”で，60％精麦に要する時間は「イ
チバンボシ」より短い．精麦白度は「イチバンボシ」
と同程度の“極大”である．
Ⅳ　育成地における試験成績
生産力検定試験における生育調査および収穫物調
査の成績を第４表に示す．最も多収の結果が得られ
たドリル栽培の標肥区について概要を記す．「トヨ
ノカゼ」は「イチバンボシ」に比べて以下の特徴が
ある．出穂期で２日遅いが，成熟期は同程度である．
稈長はやや長く，穂長・穂数は同程度である．倒伏
程度はやや優るが，「マンネンボシ」と比べるとや
や劣る．縞萎縮病の発生は同程度に少なく，うどん
こ病は同程度からやや多く，黄化症状は同程度に出
にくい．収量はやや優り，リットル重および千粒重
は同程度であり，整粒歩合はやや優る．粒の外観品
質はやや優り，粒色，粒大は同程度で，粒形はやや
丸く，原麦白度は同程度である．60％搗精時間は短
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く，軟質であり，同搗精白度はやや高い．
特性検定試験成績を第５表に示す．
「トヨノカゼ」は赤かび病抵抗性が「やや弱」，大麦
縞萎縮病抵抗性が「やや強」，うどんこ病抵抗性が
「中」，凍上抵抗性が「弱」，耐湿性が「中」，秋播性
が「Ⅴ」，中折れ耐性が「やや難」，穂発芽性が「や
や難」である．
固定度成績調査の結果を第６表に示す．稈長，穂
長および穂数の平均値および変動係数からみて，
「トヨノカゼ」は実用上さしつかえない範囲で固定
していると推定された．
試作した味噌に関する成績を第７表に示す．色相，
化学分析値について「トヨノカゼ」と「イチバンボ
シ」はほぼ同等の数字である．麦飯の食味試験に関
する成績を第８表に示す．炊飯した際に，「トヨノ
カゼ」は「イチバンボシ」よりやや白く，粘りや味
がやや優る．第９表に色相に関わるポリフェノール
量およびプロアントシアニジン量を全粒粉および
60％搗精粉について分析した結果を，第３図ではオ
オムギのポリフェノールの主成分であるカテキン，
プロデルフィニジンＢ３およびプロシアニジンＢ３
についてさらに詳細に分析した結果を示す．「トヨ
ノカゼ」は「イチバンボシ」，「サヌキハダカ」に比
べて60％搗精粉のポリフェノール量，プロアントシ
アニジン量が少ない．全粒粉ではそれほど差が見ら
れない．「トヨノカゼ」は「イチバンボシ」，「サヌ
キハダカ」に比べてポリフェノールの３つのどの主
成分も少ない．
Ⅴ　大分県における試験成績
大分県農林水産研究センター水田農業研究所にお
ける生育および収穫物試験成績の結果を第10表に示
す．最も多収の結果が得られた畦立て条播栽培の概
要を記す．「トヨノカゼ」は，「イチバンボシ」と比
較して以下の特徴がある．出穂期は２日遅く，成熟
期は１日遅い．稈長は６㎝長く，穂長は同程度で，
穂数はやや少ない．倒伏程度は同程度に強い．収量
は約10％高く，リットル重は同程度であり，千粒重
はやや小さい．外観品質，検査等級は同程度である．
赤かび病の発生は同程度であるが，ヤケ粒の発生は
やや多い．
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第３表　特性概要
注）特性形質の上の数字は，「大麦種苗特性分類調査報告書（1980年３月）」の項目
番号である．
第４表　生育および収穫物調査成績
1998年度以降の標肥は10ａあたりの窒素成分量が基肥６㎏＋追肥３㎏，多肥は基肥９㎏＋追肥３㎏
倒伏程度，病害は　０：無，１：微，２：少，３：中，４：多，５：甚
外観品質　１：上の上　２：上の中　３：上の下　４：中の上　５：中の中　６：中の下　７：下の上　８：下の中　９：下の下
粒色　　０：白　１：淡黄　２：黄　３：黄褐　４：褐　５：赤褐　６：赤　７：赤紫　８：紫　９：濃紫
粒大　　２：極小　３：小　４：やや小　５：中　６：やや大　７：大　８：極大
粒形　　２：極円　３：円　４：やや円　５：中　６：やや長　７：長　８：極長
粒質　　３：粉状質　５：中間質　７：硝子質
現地試験における試験成績を第11表に示す．なお
市町村名は試験当時のものであり，その後の市町村
合併により名前が変わっている地域がある．「トヨ
ノカゼ」は「イチバンボシ」と比べて以下のような
特徴があった．出穂期および成熟期はほぼ同等であ
った．稈長は１～５㎝程度長かったが，穂長は同程
度で，穂数は同程度～やや少なかった．耐倒伏性は
同程度に強かった．収量は豊後高田市でやや少ない
傾向がみられたが，他の地域では多収傾向にあった．
千粒重は同程度であった．穂発芽粒はほとんどみら
れず，ヤケ粒も同程度に少なく，外観品質，検査等
級とも同程度に良かった．赤かび病の発生も同程度
であった．
実需者による味噌の加工試験結果を第12表に示
す．
麹歩合を高くし，黒条線を除去した試料を使うと
「トヨノカゼ」，「イチバンボシ」とも明るい傾向に
あった．また，「トヨノカゼ」は「イチバンボシ」
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第５表　特性検定試験成績
赤かび病：鹿児島では圃場での自然発病程度，他は人工接種のポット検定・圃場検定での発病程度で判定した．
大麦縞萎縮病：モザイク病班の発症程度と黄化程度と被害程度から総合的に判定した．
うどんこ病：株全体の発病程度を０（病斑無）から６（極甚）までの７段階の罹病指数で判定した．
凍上抵抗性：越冬株率を参考に判定した．
耐湿性：湛水区と無処理区の収量，千粒重等より判定．
秋播性：３月上旬より約10日毎に６回播種．出穂状況により判定した．
中折れ耐性：成熟後の稈の折れ込みの程度を調査した．
穂発芽性：摘穂した穂を雨濡れ処理して発芽率から判定した．
第６表　固定度
耕種概要：畦幅60㎝，株間12㎝，条間12㎝，二条千鳥１粒点播，標準施肥量
2003年11月18日播種，調査個体数：各系統50個体
生産力検定試験との出穂期の違いは，播種日，出芽期の違いによる．
系統番号③は選抜系統である．
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第８表　麦飯の食味試験結果（育成地）
60％搗精麦100％を３合炊き電気炊飯機で炊飯した．
イチバンボシを標準（０）として－２，－１，０，＋１，＋２の５段階の
評点を与える．
白さ（マイナスが黒い，プラスが白い）
香り（マイナスが嫌い，プラスが好き）
硬さ（マイナスが硬い，プラスが軟らかい）
粘り（マイナスが少ない，プラスが多い）
味　（マイナスがまずい，プラスがうまい）
第７表　味噌試作試験結果
香川県多度津町の味噌屋に依頼
味噌屋によれば「トヨノカゼ」は「イチバンボシ」と同等の浸漬時間，出麹時間で味噌
が仕上がる．
2002年８月に室温で１カ月，その後10～15℃で１年間保存．
裸麦の搗精歩合は約87％，裸麦：大豆＝１：0.7の混合比率
分析は東京農業大学醸造科学科の東和男講師による．
全窒素（％） 蛋白含量を示し，旨味に関わる．
水溶性窒素（％） ペプチド＋アミノ酸
ホルモール窒素（％） 蛋白質が酵素分解されアミノ酸として遊離．旨味に関与．
蛋白溶解率（％）＝水溶性窒素/全窒素＊100
蛋白分解率（％）＝ホルモール窒素/全窒素＊100
直接還元糖（％） グルコースが中心
糖分解率（％）＝直接還元糖/全糖＊100
酸度（Ⅰ） 有機酸 酸性のアミノ酸
酸度（Ⅱ） 中性および塩基性のアミノ酸
明度Y（％） 味噌の明るさ指標（高いほど明るい）
ｘ：赤み　数字が大きいほど赤みが増す（厳密ではない）．
ｙ：黄色み　数字が大きいほど緑色が増す（厳密ではない）．
ＸＹＺ表色系ではｘｙは色度を示す．
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第９表　全粒粉および60％搗精粉のポリフェノール（ＰＰ）および
プロアントシアニジン（ＰＡＣ）含量の系統間の比較
2003年度播種の生産物を粒厚2.4～2.8㎜で篩い，全粒粉はそのまま粉砕，60％搗精
粉は小型搗精機にて搗精して粉砕．
ポリフェノール（ＰＰ）含量はプルシアンブルー法（カテキン当量）．プロアント
シアニジン（ＰＡＣ）含量は DMACA 法（カテキン当量）．
分析は作物研究所の神山紀子主任研究員による．
第３図　裸麦60％搗精粉のポリフェノール主成分の系統
間の比較
2003年度播種の生産物を粒厚2.4～2.8㎜で篩い，小型搗精
機にて60％重量まで搗精した後粉砕．
大麦の可溶性のポリフェノールの主成分はカテキン
（catechin）とプロアントシアニジン（proanthocyanidin）
であり，プロアントシアニジン主成分がprodelphinidin B3
とprocyanidin B3である．
裸麦60％搗精粉に含まれる上記３成分を（市販標品を用い
て）HPLC により分析．３つの主成分の総量はポリフェノ
ールの総量にはならない．
分析は作物研究所の神山紀子主任研究員による．
に比べ，明るい色相のタイプの味噌になった．
Ⅵ　大分県における採用理由
裸麦の奨励品種の中で，1993年に採用された「イ
チバンボシ」は，安定多収のうえ味噌加工適性に優
れることから，急速に作付面積を拡大し，2000年産
では778ha をピークに大分県産麦の18.6％を占める
主力品種となった．この状況は他県でも同様で，全
国的に「イチバンボシ」の作付面積は増加し，現在
国内の裸麦の71％（2004年産）のシェアとなってい
る．このようなことから大分県では，地元実需者か
ら，出回り品が「イチバンボシ」に限定されるため，
地元味噌業者の要望により2001年（2002年産）に古
い品種でかつて栽培があったものの現在ではほとん
ど作付けされていない「サヌキハダカ」を一部の地
域で作付数量を限定して導入している．しかしこの
品種は，長稈で倒伏しやすく収量性が低く，縞萎縮
病に弱いなど生産が不安定なため，作付面積は
100ha 程度に減少している．「トヨノカゼ」は，耐
倒伏性が強く，収量性も「イチバンボシ」より多収
であり，精麦性が「イチバンボシ」より軟質で搗精
に要する時間が短く白度が高いうえ，味噌加工適性
も優れている．このような特性を持つ「トヨノカゼ」
を奨励品種に採用することによって，実需者ニーズ
に沿った「地元オリジナル品種」の生産を推進し，
良質麦の安定供給を通じて大分県産裸麦と麦味噌の
評価が高められることが期待される．
Ⅶ　適地と栽培上の留意点
成熟期および収量性からみて東海以西の平坦地に
適すると考えられる．裸麦は一般に播種適期を超え
た早播きや播種量増は倒伏を招くため適期（11月中
旬から下旬）および適量（５～７㎏/10ａ：ドリル
播き）播種に努める．赤かび病にやや弱いので適期
防除を行う．
育成従事者は第13表のとおりである．
Ⅷ　摘　　　要
「トヨノカゼ」は，早生・良質・多収・大粒・縞
萎縮病抵抗性を育種目標に「四系9123」を母親，
「四国裸90号」（後のイチバンボシ）を父親として人
工交配（四交1301）を行い，系統育種法により育成
した品種である．2005年に裸麦農林34号「トヨノカ
ゼ」として命名登録された．特性の概要は以下の通
りである．
１）出穂期は「イチバンボシ」より２日遅いが，成
熟期は同程度の早生である．
２）「イチバンボシ」と比べて稈長は同程度からや
や長く，穂長はやや短く，穂数は同程度からや
や少ない．
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第10表　大分県における生育および収穫物調査成績（大分県農林水産研究センター水田農業研究所　宇佐市）
注）倒伏程度，病害虫および障害の発生程度は０（無）～５（甚）の６段階．
外観品質は１（上上）～６（下）の６段階．検査等級は１（１等），２（２等），３（規外）．
第11表　奨励品種決定現地試験における成績
注）品質概評は上上～下を１～６で示す．検査等級は１等～規外を１～３で示す．
病害および諸障害は無～甚を０～５で示す．
第12表　麹配合歩合および黒条線有無別味噌の色相調査（1998年産）
注）原料は大分県農林水産研究センター水田農業研究所（宇佐市）産：広幅播試料，80％精麦使用．
配合①：麹歩合（麹用の精麦の重量/大豆の重量×10）28，配合②：麹歩合14．
Ｙ：明度　高いほど明るい，Ｘ：赤み　高いほど赤みが増す．
分析は大分県産業技術センター食品産業研究所による．
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第13表　育成従事者
上記の他，近畿中国四国農業研究センター企画調整部業務第３科職員が従事した．
１　現在員，２　善通寺市在住，３　近畿中国四国農業研究センター，４　農業生物
資源研究所，５　作物研究所，６　生物系特定産業技術研究支援センター
写真１　トヨノカゼ（四国裸100号：左）と
イチバンボシの草姿
写真２　トヨノカゼの現地試験圃場
「イチバンボシ」「トヨノカゼ」
写真３　株，穂，粒の形態
３）「イチバンボシ」と比べて収量はドリル播きで
約10％高く，千粒重，リットル重は同程度であ
る．
４）大麦縞萎縮病抵抗性は「やや強」で，赤かび病
抵抗性は「やや弱」である．
５）「イチバンボシ」と比べて原麦粒の見かけの品
質は同程度からやや優る．
６）「イチバンボシ」と比べて粒の形はやや丸く，
整粒歩合はやや優る．
７）「イチバンボシ」と比べて60％歩留搗精試験に
よる精麦時間は短い．
８）明るいタイプの色の味噌ができる．
東海以西の平坦地に適すると考えられる．大分
県で2005年に奨励品種（認定品種）に採用され
た．
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Summary
A new hullless barley cutivar “Toyonokaze” was bred by pedigree breeding method crossing “Yon-Kei
9123” and “Shikoku-hadaka 90”（later registered “Ichibanboshi”）.  “Toyonokaze” was registered “Hullless Bar-
ley Norin 34” in 2005.  Compared to “Ichibanboshi,” “Toyonokaze” is slightly shorter in culm length, is normal-
ly 2 days later in heading date, is the same in date of maturity.  Yield is 10% higher than that of “Ichiban-
boshi” by drill seeding.
“Toyonokaze” is moderately resistant to barley yellow mosaic virus, and susceptible to scab.  Compared to
“Ichibanboshi,” grain size is similar, grain shape is considerably round.  Plump grain percentage is higher,
grain appearance is slightly superior to that of “Ichibanboshi.” Pearling time is shorter, then hardness of
grains is softer than those of “Ichibanboshi.” Color of pearled grain is whiter, and Miso paste is brighter than
those of "Ichibanboshi.” “Toyonokaze” is adapted well in flat areas of western Japan, then was released as a
recommended（authorized）variety in Oita prefecture in 2005.
Breeding of A New Hullless Barley Cultivar“Toyonokaze”
with high yield and good pearling character
Takashi YANAGISAWA, Toshiyuki TAKAYAMA, Asuka TAKAHASHI, Yoshinori DOI＊, Eiji DOMON＊＊, 
Masaya FUJITA＊＊＊, Hitoshi MATSUNAKA＊＊＊, Masamitsu ITO＊＊＊＊, 
Naoyuki ISHIKAWA＊＊＊＊＊ and Makoto SUGIURA＊＊＊＊＊＊
Key words：hullless barley, cultivar, high yield, plump grain percentage, pearling time,
pearling quality, miso paste, Hordeum vulgare L.
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